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横断歩道の通過（四輪車）
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安全に通過するには、
どのようなことを予
測する必要がありま
すか？【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください　●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用はおやめください　●その他、使用に関するご質問はお問い合わせください

本田技研工業（株）安全運転普及本部　TEL: 03（5412）1736

○本田技研工業（株）C

本田技研工業株式会社�
安全運転普及本部�

あなたは片側1車線の道路を走っており、
横断歩道に近づいています。
対向車は渋滞し、左側の歩道（自転車通行可）には
自転車が走っています。
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2011年SJ6・7月号危険予測トレーニング（KYT）──危険感受性を育てる 第●回 解答編

横断歩道の通過（四輪車）
あなたは片側1車線の道路を走っており、横断歩道に近づいています。
対向車は渋滞し、左側の歩道（自転車通行可）には自転車が走っています。
安全に通過するには、どのようなことを予測する必要がありますか？

答え このような状況ではこんな危険があります

歩道（自転車通行可）を走行し
ている自転車は、歩道に歩行者
がいたり、障害物があったりす
るなど、歩道が狭くて走りづら
い場合、車道に出てくることが
あり、衝突する危険があります。
対向車線が渋滞しているときは、
渋滞車の間から渡ってくる歩行
者などを見落とす危険がありま
す。

○本田技研工業（株）C

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください　●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋しての利用はおやめください　●その他、使用に関するご質問はお問い合わせください

本田技研工業（株）安全運転普及本部　TEL: 03（5412）1736
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ここがポイント

運転者は、道路左側に注意を引くものが
あると、渋滞車の間から渡ってくる歩行者
などを見落とす場合がある。
●横断歩道には標識や標示がありますので、注意して見なければ
なりません。そのような場所では、歩行者が渡ってくると考え
て停止できるように速度を落とし、渋滞車の間をのぞき込むよ
うにして歩行者を早く発見するようにします。
また、対向車線が渋滞しているときに、道路左側に注意を引く
ものがあって、それに目を奪われていると、渋滞車の間から渡
ってくる歩行者や自転車などを見落とす危険があります。その
間をぬって歩行者が渡ってくることを考慮し、十分に速度を落
として走りましょう。
●歩道があれば、歩行者と車両が明確に区別されるため、車道を
走るドライバーなどは、歩道の人や自転車を危険な対象として
意識しない傾向があります。しかし、ちょっとしたきっかけで
人や自転車が車道に出てくることがあります。ガードレールが
ない道路は、とくに注意が必要です。
今回のケースでは、歩道に多くの歩行者がいて、自転車は走り
づらそうです。しかもすぐ先の横断歩道には段差がない部分が
あります。歩道の段差がない部分は、自転車が車道に出やすい
要注意ポイントです。その点に気づいて、「自転車は歩行者を
避けて、車道に出てくるかも？」と予測するようにしましょう。

本田技研工業株式会社�
安全運転普及本部�

渋滞車の間から
歩行者が
出てきやすい

歩道に多くの人がいる
場合など、自転車は車道
に出てきやすい
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